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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和5年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

指定管理者評価シート

事業名 公立保育所等運営費 所管課（電話番号） 子ども未来局子育て支援部施設運営課（211-2986）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

昭和58年4月1日 延床面積

　札幌市二十四軒南保育園 所在地 札幌市西区二十四軒１条４丁目２番６号

社会福祉法人発寒子どもの園

令和５年４月１日～令和10年３月31日

所管局の評価

施設数：1施設

名称

保育事業

項　目 実施状況

６９０．８７４㎡

主要施設

児童福祉法（昭和22年法律第164号）39条の規定に基づく保育所として、保護者の労働、疾病そ
の他の事由により、その監護すべき児童について保育を必要とする場合、当該児童を保育するこ
と。

保育室、乳児室、遊戯室、事務室、調理室

非公募

非公募の場合、その理由：施設利用者との継続的な信頼関係が求められるため、非公募としたも
の。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者
の自己評価

指定単位
施設数：1施設

名称

募集方法

複数施設を一括指定の場合、その理由：

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

業務の範囲

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

施設の維持及び管理。保育の実施及び保育の実施に付随する業務。

市の指導を受ける
ことなく、適切に管
理されている。

▼札幌市の公の施設であることを念頭に置き、利

用者に安定的なよりよい保育が提供できるよう努

める。 家庭と保育園との協力関係を築きながら

子育て支援として、社会に貢献するという理念の

もと、一人一人の子どもの心身の育ちを大切にし

た保育を行う。

▼昼型・夜型・一時保育等利用者の保育形態に

関わらず、園児一人一人に配慮した丁寧な保育

や保護者の状況に応じた柔軟な対応を実施。利

用者以外には、ホームページを通し、市民への

情報提供を行った。

▼利用しない保育室の照明やストーブはこまめに

消すことを心掛けている。

▼給食室の廃油・段ボール・古紙はリサイクル業

者に回収を依頼している。 コピー用紙は裏紙も

一時保育の

利用は、前年

度より受け入

れることが出

来た。

見学希望者

は、随時受付、

園内見学、説

明など保育園

の情報提供

を行った。

次年度に向け

て、ペーパー

レスに向けた

体制をさらに

整えていく。
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▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

▼給食室の廃油・段ボール・古紙はリサイクル業

者に回収を依頼している。 コピー用紙は裏紙も

使用する。

▼各クラスにパソコンを導入、ペーパレスに向け

ての環境を整えた。

整えていく。

▼統括責任者園長、職務代理者として主任１名、

副主任２名、専門リーダー、分野別リーダーを配置

し、各業務の分担を行った。

▼年間研修計画に基づき、外部研修の参加、園内

研修を実施し、職員の資質向上を図った。外部研

修については、オンラインを中心に受講した。

▼警備業務、保育補助業務については業務委

託を実施。

▼冬期間園舎前の除排雪の業務委託を実施。

駐車スペースを確保し、登降園時の安全確保を

行った。

保育補助業務

については、

適宜必要な指

導指示を行い、

安全な保育を

行うことができ

た。

▼週一回の保育会議、月一回の乳児・幼児会議、

各クラス会議、研修報告会など情報共有や保育

の向上、改善について職員間で共有できる機会

を持ち、保育の向上に努めた。

▼不適切な保育防止対策として、「人権擁護のた

めのセルフチェックリスト」を使って園内研修を実

施した。

▼研修計画に従って、オンライン研修を中心に受

講した。

子どもの人権

について園内

研修を実施た

ことで、普段

の保育の振り

返りをするこ

とが出来た。

職員のキャリ

アアップ研修

受講をすす

めることがで

きた。
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夜間保育について・園舎修繕について

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

市の指導を受ける
ことなく、適切に管
理されている。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

札幌市子ども未来局担当者２名・園長・運営協議会
委員１名

▽　要望・苦情対応

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

開催回

第１回

＜協議会メンバー＞

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無
などの安全衛生面を含む)

▼資金管理については本業務に関する資金（協

定書に定める運営費、その他収入、一時保育、

時間外保育等）を適正に管理している。

▼現金のやり取りについては、現金取り扱い規定

を整備し、事故や不祥事が起きないようにしてい

る。

▼アンケート他、個別懇談時に要望等がないか個

別に聞き取り、直接要望等を聞く機会を設けてい

る。 ▼要

望・苦情については、毎月集計を取り、苦情記録

簿ひ内容や解決結果を記録する。毎月の苦情の

有無について園だより。HPに記載した。

▼指定管理業務に関する記録、帳簿などは整備、

保管している。

▼３月に利用者アンケートを実施、結果報告を

行っている。

▼札幌市への事業報告を、毎月及び年度終了時

に行っている。

▼時間外労働及び休日労働に関する協定（３６協

定）を結び、労働基準監督署へ届けた。

▼雇用時の健康診断、年１回の定期健康診断を

実施。

▼職員の安全と健康のため、衛生推進者を選任

している。

▼パート職員については、北海道最低賃金（令和

５年１０月１日改正）に合わせて、最低賃金を９６０

円に改正した。

▼臨時職員から１名正規職員へ登用した。

より良い支援

や保育のため、

各区保健福祉

部、児童相談

所、児童デイな

ど関係機関と

の連携を取る

ことが出来た。

▼労働関

係法令を

遵守し、就

業規則に

沿って労

働管理を

行った。

保護者から

の苦情・要

望等につい

ては、小さな

ことでも職員

間で共有し、

迅速な対応

を行った。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　保育時間 ７：００～０：００

▼　児童数（令和６年３月１日時点、（）内は夜間）

市の指導を受ける
ことなく、適切に管
理されている。

市の指導を受ける
ことなく、適切に管
理されている。

92（5）人 95（6）人

（4）事業の計
画・実施業務

R5実績

０歳児 9（1）人 9（1）人

１～２歳児 33（2）人 36（2）人

33（2）人

計 (90)人

17（1）人

４～５歳児 32（2）人

▽　保育実施状況

定員 R4実績

３歳児 18（0）人

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　防災

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▼清掃、警備、保守点検は適正に実施した。

▼園内の修繕は適切に行い、園内の安全確保

に努めた。

▼夜間警備、定期的な消防設備点検等は、業務

委託し管理している

▼園内の修繕については、札幌市の承認を得て

行っている。緊急時の修繕についても報告を行っ

ている。

▼避難訓練年間計画を作成し、毎月避難訓練を

実施している。

▼洪水浸水想定地区となっているため、避難確保

計画を市に提出している。

災害発生時の一時避難場所として隣接するマン

ションの協力を得て、マンションへの避難訓練を

実施。

▼防災備品の管理として、期限等の確認や必要

な物の購入を行った。

▼冬期間は除排雪の業務委託を実施し、園舎前

の道幅、駐車スペースを整備し、利用者及び歩行

者の安全を確保した。

▼損害賠償保険等は仕様に適合したものに加入

した。

▼連絡体制の確保については、一斉メールを活用

し、適宜迅速な情報提供を行った。

地域の協力を

得て、実際に子

ども達が避難

する訓練を行う

ことができた。

今後も地域の

方々の理解や

協力を得なが

ら緊急時の安

全を図りたい。

▼園内の清

掃、消毒、遊

具の消毒は

毎日実施し、

感染対策に

努めた。
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施設長１名　保育士名　看護師１名　栄養士２名

事務員１名　調理員３名

▽内科検診　３回　歯科検診　１回実施

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

前回から継続指定のため引継ぎ業務なし

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

該当なし

市の指導を受ける
ことなく、適切に管
理されている。

法令を遵守しなが
ら、事業計画に基
づいた保育事業を
実施している。

市の指導を受ける
ことなく、適切に管
理されている。

48人

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

124人

（5）施設利用
に関する業
務

2379人

R5実績

404人

通常：延長保育（18時から19時まで）

夜間：延長保育（8時から10時まで） 712人

47人

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

22人

（6）付随業務 ▽　広報業務

2553人

R4実績

夜間：延長保育（21時以降）

　※　実績は該当年度延べ利用児童数

一時保育（８時から18時まで）

▽　保育に付随する業務の実施状況

▼　職員数

▼　行事の実施

▼　健康診断の実施

種別（内容）

▼業務委託は札幌市内の事業所に委託。

▼給食食材、教材などは出来るだけ、市内の業者から購入して

いる。

▼施設の修繕やリサイクル品の回収は市内の業者を利用して

いる。

▼シルバー人材の活用

▼運動会について、日にちや時間を分けず全ク

ラス一緒に開催することができ、保護者から好

評を得た。

▼年長児は、他園や小学校との交流を行うこと

▼ホームページに自己評価、苦情、アンケート

結果などを記載。

▼大学の夜間保育に関するアンケート及びイン

タービューに協力し、夜間保育の現状をつたえ

ることができた。

コロナ以降、

やっと大規模

な行事や外部

のとの交流が

でき、子ども

達に豊かな経

験の機会を与

えることができ

た。

▼一時保育は

昨年より受け

入れ人数が増

えた。

夜間保育の延

長保育利用が

増えた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

満足度は高い評
価を得られてい
る。
また、利用者から
の意見・要望につ
いて適切に対応し
ており、利用者と
良い信頼関係を
築いていることが
見受けられる。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

結果概
要

３月に入所児童保護者を対象にアンケート用紙を
配布　　集計結果を配布、回答を掲示する　　回
収率53％

（１）施設の利用について

とても良い67％ 良い27％ 普通7％

（２）施設設備の管理について

とても良い64％ 良い24％ 普通12％

（３）保育園の行事について

とても良い55％ 良い56％ 普通7％

あまり良くない2％

（４）保育園の食事について

とても良い69％ 良い19％ 普通10％

あまり良くない２％

（５）職員の対応について

とても良い72％ 良い19％ 普通7％

（６）保育サービス全体の評価

とても良い69％ 良い26％ 普通5％

【要望】

年にあと１，２回参観日や懇談会があったら

いいなと思います。（子どもの保育園の様子

も見たいし、他のママさんとお話してみたい

ので）

【回答】

保護者の方々にご参加頂き、交流が持てる

ような保育参観や親子遠足など来年度以降

になりますが、検討して参ります。 コロナ以

降、それまで出ていなかった感染症が一気に

広がることなどもあり、今年度の状況を見たう

えで、来年度以降の計画を進めていきたいと

思います。

【要望】

駐車のマナーを引き続き定期的に呼びかけ

て欲しいです。

【回答】

送迎時の駐車につきましては、駐車スペース

が少ないこともあり、ご迷惑をお掛け致してお

ります。そのようななか保護者の皆様にはい

つもご協力頂きありがとうございます。

園舎前の道路は道幅も狭く、道路と園の敷地

の境目が分かりにくい為、園の前に車がたく

さん停まっていたり、お子さんがたくさんいた

りする時など、道路の向こう側まで園の敷地

のように感じてしまう瞬間もあるのではないで

しょうか。また、わかってはいても、急いでい

る時についということもあるかもしれません。

園舎前に駐車する際には、ルールを守ってい

ただき、皆様が気持ちよく、安全に登園・降園

ができるようご協力をお願い致します。

▼行事につい

ては、コロナ前

に戻して欲し

い、保護者の

交流が持てる

機会を増やし

て欲しいなど

の意見が複数

あった。

来年度に向け

て検討してい

きたい。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

黒字決算であり、
全体としておおむ
ね良好な運営が
できている。

0

その他収入

自主事業収入

支出

人件費支出

事業費支出

事務費支出

補助金収入 23,270 23,264 ▲ 6

6,077 6,071 ▲ 6

152,963 152,807

4,072 ▲ 2

0

▲ 156

9,359

収入-支出 84 220 136

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

9,437

その他支出 4,074

人件費の占める割合が高いが収支的には取崩せずに決算でき
た

自主事業支出

指定管理業務支出 152,963 152,807 ▲ 156

127,658 127,791 133

▲ 78

11,794 11,585 ▲ 209

４　収支状況

123,000 122,996 ▲ 4

利用料金収入 700 696 ▲ 4

委託費収入

▲ 20

指定管理業務収入 153,047 153,027 ▲ 20

収入 153,047 153,027

▽　収支

項目 R5年度計画 R5年度決算 差（決算-計画）

（千円）

新設された光熱費
高騰対策特別支援
金と給食費高騰対
策特別支援金のお
かげで、収支バラン
スがとれた結果と
なっている

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

▼協定書及び仕様書の基準に則り、園児の受け入れ、職員の

適正な配置を行い、利用者の信頼や安全を確保する。経費削

減や人材育成を行い、管理運営の効率化に努める。

▼各条例に規則に則り、全て適切に対応した。

▼協定に関する契約について（第三者への委託、部品の調達

等）について、暴力団や暴力団関係事業者を相手に契約を行

わなかった。

ただき、皆様が気持ちよく、安全に登園・降園

ができるようご協力をお願い致します。

▼保育士の

確保が難しく、

課題である。
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Ⅲ　総合評価

法令を遵守し、保育の質を保っていること、札幌市の施策に
対して積極的に取り組み、様々な保育ニーズに対応してい
ることが利用者の満足度にも表れているように見受けられ
る。施設の老朽化への対応等、引き続き改善に向けた協議
を進めていきたい。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

行事を通して保護者が交流出来たり、子ども達

が園外へ出かけたり、交流を持てる機会が増え、

楽しむ機会が増えた。今後もより豊かな経験が出

来るよう保育していきたい。

様々な家庭が抱える問題について、関係機関と

連携をとることが増えた。今後も保育園でできるこ

ととできないことを見極め、よりよい支援が出来る

よう今後もきめ細やかな連携を進めていきたい。

物価高騰や人件費比率の高さ、修繕など財政面で

すぐに解決できない課題もあるが、経費の削減を

心掛け、安定した運営を行いたい。

また保育士確保、園内研修の充実など、保育の質

の向上や安定した余裕ある保育が行えるよう体制

を整えていきたい。
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